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建築改修工事特記仕様書(1)

工 事 概 要

棟名称

工種

構造・階数

建築面積

延べ面積

改修延べ面積

延べ面積計

改修延べ面積計

一 般 特 記 事 項

総則

工事の種類・規模等

完成期限

工事場所

工事名称

施工中の環境保全等

低騒音型・低振動型

排出ガス対策型

建設機械

測定室等

採取本数室名階棟名称

※上記の室の内の代表的な１室について、それぞれ１検体につき

２回採取を行い測定する。

測定物質、測定方法
種類 測定方法指針値

・その他（　　　　　　　　　　　）

トルエン ・次の内いずれかの測定方法とする。

キシレン

エチルベンゼン

スチレン

ホルムアルデヒド

１ 章 　 一 般 共 通 事 項

<1.3.11>

<1.6.9>

建築基準法に基づき定められた区分等

風速

積雪区分

・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ
定められた区分等

100μg/m3

260μg/m3

870μg/m3

3800μg/m3

220μg/m3

以下

(0.08ppm)

以下

以下

以下

以下

(0.07ppm)

(0.20ppm)

(0.88ppm)

(0.05ppm)

試料採取方法

試料採取は室内及び外気の各１ヶ所を２回ずつとし、対象室内
を３０分換気後に対象室内を５時間以上密閉し、その後概ね３

０分間採取の濃度（μg／ｍ3）で表す。採取の時刻は揮発性有
機化合物濃度の日変動で最大となることが予想される午後２時

～３時頃に設定するのが望ましい。室外についても室内と同様
の条件で平行して採取する。試料採取は室の中央付近の少なく

とも壁から１ｍ以上離した高さ1.2ｍ～1.5ｍの位置を試料採取
位置として設定する。外気の試料採取は外壁及び空調排気口か

ら２～５ｍ離した、室内の測定高さと同等の高さの所を試料採
取位置として設定する。

測定結果が上回った場合の措置

※両単位の換算は、25℃の場合による。

保全に関する資料 保全に関する資料 提出部数
<1.8.3>

・　２部

完成図の様式等は次による。

完成図 ・原図
・仮製本

・原図
・仮製本

・ＣＡＤデータ

各１部

１部

１部
１部

施工図

・製本（金文字黒表紙） １部
・仮製本

２部
１部・朱書訂正図仮製本

・Ａ３

・Ａ１

・Ａ１
・Ａ１

・Ａ１

　作成方法

　原図サイズ

工事写真帳は(　・紙媒体　・電子媒体　)で　　　部提出する。
完成写真はキャビネ版とし黒表紙、工事名称等は金文字入りと

する。なお、完成写真には撮影方向等を明示した配置図、平面図
を添付する。

本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：　　　
ファイル形式：

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は

提出方法：

１．この工事の請負者は、独立行政法人国立高等専門学校機構発注工

事請負等規則別記第１号の工事請負契約基準、現場説明書、特記
仕様書　　　枚、図面　　　枚、公共建築工事標準仕様書(統一

基準)(建築工事編)(平成25年版)、文部科学省建築工事標準仕様
書(特記基準)(平成25年版)、公共建築改修工事標準仕様書(統一

基準)(建築工事編)(平成25年版)、文部科学省建築改修工事

基づき工事を施工する。

２．特記仕様書の適用方法

(1) ・印で始まる事項及び表中の・印の事項は、○印の付した事
項のみ適用する。

(2) 　　　　　で抹消した章及び項目の当該特記事項は、すべて
適用しない。

(3) 表中の数字、文字又は記号を記入する事項は、記入してある

事項のみ適用する。

(4) 特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取扱いは、

特記されたもの又は同等品以上のものとする。ただし、同等
以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

(5) 左欄の (　)、((　))内の数値は、下記の各該当番号を示す。
左欄の〈　〉、《　》内の数値は、下記の各該当番号を示す。

(　)　－公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平
　　　　成25年版)

((　))－文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(平成25年
　　　　版)

〈　〉－公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編
　　　　)(平成25年版)

《　》－文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(平成
　　　　25年版)

標準仕様書(特記基準)(平成25年版)及び工事写真撮影要領に

本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊

自動車排出ガスの規則等に関する法律」（平成17年法律第51号）に

ガス対策型建設機械の普及促進に関する規定」（平成18年3月17日

国土交通省告示第348号）もしくは「第3次排出ガス対策型建設機械
指定要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に基づき指定さ

れた排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガス対策
型建設機械を使用出来ない場合は、平成7年度建設技術評価制度公

械指定要領（平成3年10月8日付け建設省経機発第249号）、「排出

募課題「建設機器の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等
の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業、

これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機
械を使用する場合、現場代理人は、施工現場において使用する建設

機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

ディーゼルエンジン（エ

ものに限る。

バックホウ

ブルドーザ

種類 備考

ホイールローダ

空気圧縮機（可搬式）

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ）

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ホイールクレーン(ラフテレーンクレーン)

ディーゼルエンジン（エ

ンジン出力7.5kW以上、
260kW以下）を搭載した

ものに限る。

ンジン出力8kW以上、

560kW以下）を搭載した

①

事関係車両という。）が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規

は、これに適合した車両を使用しなければならない。

制条例（以下「排出ガス規制条例」という。）の適用を受ける場合

②
車排出ガス規制に適合する車両の使用」について、排出ガス規制条

例の遵守を施工計画書に記載しなければならない。

③

④

には、直ちに監督職員に報告しなければならない。

⑤

制条例を遵守させるものとする。

受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下本工

受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル

受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車

受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合

受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規

検証のコピーを保管し、本工事関係車両を把握しなければならない。

再利用を図るものは、次による。

ついては、監督職員の立会いを受ける。

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項に

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工程については、

施工の確認及び報告を行う工程 備考

施工の確認及び報告を監督職員に行うものとする。

材料名 備考

技能検定の職種

鉄筋工事
コンクリート工事

・鉄筋施工
・左官 ・型枠施工

鉄骨工事

ﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ工事
PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

防水工事
石工事

タイル工事
木工事

屋根、とい工事
金属工事

左官工事
建具工事
塗装工事

内装工事
植栽工事

・とび

・ﾌﾞﾛｯｸ建築

・防水施工
・石材施工

・タイル張り
・建築大工

・建築板金
・内装仕上げ施工（鋼製下地）

・左官
・サッシ施工
・塗装

・造園

・ALCﾊﾟﾈﾙ施工
・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

・スレート施工

・ガラス施工

・内装仕上げ施工（床、天井仕上げ等）・表装

仮設工事

・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次について監督職員の検査

を受ける。

ディーゼル車

排出ガス規制
に適合した車両

<1.6.2>

技能士

<1.4.4>

材料の検査等

<1.4.2>
材料の品質等

<1.6.4>

及び報告

<1.6.7>
施工の立会い等

<1.6.5>
施工の検査等

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

スチレン等の揮発性有機化合物の室内濃度の測定
工事施工完了後、引き渡しをするまでの間に、下表の測定室等

の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、指針値以下である
ことを確認し、報告する。

電気保安技術者

発生材の処理等
<1.3.8>

この工事現場に下記いずれかの電気保安技術者及び、工事用電力設

備の保安責任者を選任する。

引渡しを要するもの

1) 品名
2)

3)

引渡し先

集積場所

特別管理産業廃棄物
1)

2)

品名

処理方法

現場において再利用を図るもの
1)

2)

品名

使用箇所

再資源化を図るもの
1) 品名

2) 受入場所
3)

4)

搬出に先立ち搬出計画書を作成し、監督職員に提出する。

日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し、監督
職員に提出する。

5) 工事発注後に明らかになった事情により、上記の指定によりが
たい場合は、監督職員と協議する。

1) 品名
2) 受入場所
3)

4)

搬出に先立ち搬出計画書を作成し、監督職員に提出する。

日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し、監督
職員に提出する。

5) 工事発注後に明らかになった事情により、上記の指定によりが
たい場合は、監督職員と協議する。

る者
第３種電気主任技術者以上の資格を有す

高等学校又はこれらと同等以上の教育施
設において、電気事業法の規定に基づく

主任技術者の資格等に関する省令第７条
第１項各号の科目を修めて卒業した者

旧電気工事技術者検定規定規則による高
圧電気工事技術者の検定に合格した者

公益事業局長又は通商産業局長の指定を
受けた高圧試験に合格した者

第１種電気工事士の資格を有する者

の資格を有する者

第２種電気工事士（旧電気工事士）以上

短期大学若しくは高等専門学校又はこれ

らと同等以上の教育施設の電気工学以外
の工学に関する学科において一般電気工

学（実験を含む）に関する科目を修めて
卒業した者

技術者
電気保安項目名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

１級電気工事工事施工管理技士の資格を
有する者

２級電気工事工事施工管理技士の資格を

有する者

この工事現場には、下記の資格を有する工事用電力設備の保安

責任者を選任する。

工事用電力設備の
保安責任者

<1.3.3> 

施工条件

概成工期実施工程表

<1.2.1> 

この工事現場では、次の施工条件による。

基づく技術基準に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機

もしくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置

を装着することで、排出ガス対策型機械と同等とみなす。ただし、

適用工事種別

程」（平成9年7月31日　建設省告示第1536号）に基づき国土交通大
臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するもの

とする。ただしこれにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要
書類を提出するものとする。

低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において
使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとす

る。

・ジニトロフェニルヒドラジン誘導体
　固相吸着/溶媒抽出法で採取し、

　高速液体クロマトグラフ法に
　よって行う。

固相吸着/溶媒抽出法で採取し、

　行う。
固相吸着/加熱脱着法で採取し、

　ｶﾞｽﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって

　行う。

容器採取法で採取し、

・その他（　　　　　　　　　　　）

　ｶﾞｽﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって

　ｶﾞｽﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって

　行う。

測定結果が指針値を上回った場合は、監督職員と協議する。

完成図の作成のため以外に使用しないこと。

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書

三重県鈴鹿市白子町（鈴鹿工業高等専門学校構内）

建告示第1455号　別表（32）

・とび

※参考測定機関：

完成図 完成図の種類及び記入内容は次による。
<1.8.2>

ただし、工事内容により、これによりがたい場合は、監督職員と
協議するものとする。

<1.7.2>
本工事中に中間技術検査を、　　　　　　　　　に　　回行う。

・ＣＡＤデータ

４部

・ＰＤＦデータ

・ＰＤＦデータ

・Ａ１

・Ａ１

・Ａ１ ２部

・Ａ１・Ａ３

－

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

模様替内容

Ｖｏ＝　34　　ｍ／ｓ

休日等に工事を行う場合は事前に監督職員に連絡の上、下記時間帯に施工すること
休日等の施工可能時間：午前9:00～午後6:00まで

知事の許可を得ている再生資源化施設

知事の許可を得ている処分場

関係法令に従い適切に処理するもの

・揮発性有機化合物等の室内濃度の測定

　紙媒体、CADデータ

　A1，A3

　２

　鈴鹿工業高専
　ＪＷＷ

　完成図、施工図のCADデータ、全ての書類(建具等一部除外)

製本、ＵＳＢメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ

特－０１

２部
２部

(1.3.3) 

<1.3.4>

(1.3.5)<1.3.5>

(1.3.8)

(1.3.11)

(1.4.2)

(1.2.1)

(1.3.4)

(1.4.4)

(1.5.2)

(1.5.4)

(1.5.5)

(1.5.7)

(1.5.9)

(1.7.2)

(1.7.3)

第3種電気主任技術者以上の資格を有すること

Ｒ２

（1,309.00）

（1,515.00）

  1,515.00

  1,515.00

  1,515.00

４ ６

ﾊﾞｽｯｹﾄｺﾞｰﾙ取付時 足場を取り外す前の段階

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事 ０３／１５平成27年6月

第１体育館

模様替

非構造物耐震改修

（　）内の数値は、当該既設建物の面積とする。

技術検査

平成２７年１０月２７日（火）

樹脂材

鉄材

鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務

化学物質の濃度測定

一工程の施工の確認

建築基準法に基づき

建設機械の使用

平成２７年１１月１０日（火）

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事



・吹付け
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３章　防水改修工事

<3.1.4>

改修工法の種類
及び工程

防水改修工法の種類

シーリング改修工法の種類 工法

<3.2.5>

ルーフドレン回り
の処理

<3.2.6>
既存下地の補修
及び処置

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 ・行う

・設ける

Ｅ

Ｖ

〃 一次側配線

洗濯機パン

アルミパネルの穴あけ、補修

昇降機用シャフト

昇降機用監視盤

昇降機換気扇取付

各種信号用制御線 停電用、火災用等

露出形器具取付用

昇降路内中間ビーム設置

制御盤一次側

水栓、電気温水器 本体から制御盤まで〃

洗面化粧台

非常放送用スピーカ

同上用配線 シャフト外

〃 シャフト内

監視カメラ

同上用配線 シャフト外

〃 シャフト内

点検用タラップ ピット内

室外機用鉄骨架台

ｽｲｯﾁ､配線は機械設備

制御盤

雷保護設備

換気扇共

工事区分 工事区分区　　分 区　　分電 電建 機 建 機
項　　目 項　　目備　　考 備　　考

築 気 械 築 気 械
名　　称 概　要 名　　称 概　要

コンクリート穴あけ 鉄骨工事鉄管スリーブ入れ

〃 梁、壁木製型枠入れ 芝生、種子吹付け

〃 梁、壁スリーブ入れ 法枠、モルタル吹付け

〃 床スラブ木製型枠入れ コンクリート擁壁

〃 床スリーブ入れ 植栽

同上開口部補強 鉄筋切断及び補強筋入れ 電気錠 本体・金具・二次側配線

既設コンクリート　床・壁　はつり穴あけ

既設コンクリート　床溝はつり・補修 鉄筋切断及び補強筋入れ

既設器具・配管・ダクト撤去後の穴埋め

天井改め口 改め口取付及び、開口部補強 昇降機設備本体 三方枠、同取付後の壁補修まで

天井開口を必要としないボード等の切開

軽量鉄骨下地開口補強 天井及び壁、ボード切開

軽鉄下地開口部墨出し 電気関係開口部

軽鉄下地開口部墨出し 機械設備関係開口部

盤等重量物の下地補強 三方枠周囲の壁仕上

床下改め口 改め口取付及び、開口部補強 各階出入口用開口 敷居取付用持出し共

流し台 ステンレス製

〃 ミニキッチン等（含む排水金具） ピット内防水

〃 陶器製 動力、照明用電源、接地引込み

コンセント設置 ピット内、機械室内

鏡 インタホン配線 シャフト外

化粧用洗面器 〃 シャフト内

化粧カウンター 洗面器用穴あけ共

ルーフドレイン

立てどい 防露工事共

雨水排水管 第１桝から排水幹線までの配管

〃 幹線の配管 第１桝を含む

生活排水、実験排水 建物及び第１桝までの配管

〃 第１桝から排水幹線までの配管

〃 幹線の配管

アスファルト舗装等　復旧

機械基礎

機械用アンカーボルト型枠入れ ボイラ、冷凍機等機械設備関係機器 墨出し共

機械用アンカーボルト型枠入れ 自家発電機その他電気関係機器 墨出し共

屋外貯油槽 地下式

共同溝 歩床コンクリート共

建物、共同溝接続トレンチ

同上接続部止水板

防火用水池

防火用水地用給水管

各種槽類 コンクリート類

〃 SUS、FRP製

換気扇取付 天井扇等・全熱交換器型

含む　フード共

同上用枠、取付板等 木製、アルミ製、鉄製

同上用配管配線

ベンドキャップは機械外壁取付ガラリ 給排気用

内壁取付ガラリ 遮光ガラリ共

ガラリへの給排気ダクト接続

煙感知器連動防火戸

同上用煙感知器 リレー及びリレーまでの配管配線共

排煙防火ダンパー リレー取付まで①

煙感知器連動シャッター リレー取付まで②

リレー取付まで③煙感知器連動防煙垂れ壁

上記①～③用煙感知器 リレーまでの配管配線共

道路側溝用排水 Ｌ型・U型と管布設

制御盤以降の配管、配線共

同上接続（一次側） 制御盤主開閉器までの配管配線 接地共

屋内消火栓 消火ポンプ、制御盤

屋内消火栓起動リレー

同上表示灯及び起動装置

自動火災報知器

連結送水口 座板共

独立煙突

同上煙道 鋼板製

同上避雷設備

配管配線ピット 蓋の切開共

二重床の配管、配線用開口 フリーアクセスフロア等

コンクリートシャフト点検口

機械室の防音遮音処理

保守点検用タラップ、はしご

室内テレビ用吊金物

防火区画貫通部補修 モルタル充てん等

機器・配管取付後の壁、床等の補修

テレビアンテナ 取付共

コンクリート製グリストラップ及びガソリントラップ

ステンレス鋼板製

ALCパネルの穴あけ、補修 ダクト等の貫通部

PC版の穴あけ スリーブ入れ

同上補修 区画貫通処理 モルタル充てん

電動シャッター、自動扉の配管配線 二次側。操作盤、押しボタン取付共

同上配線配管、接続 一次側

ユニットバス本体 据付共

同上用配線 一次側接続まで。ＳＷの取付配線

同上用配管 接続まで

冷蔵、冷凍、恒温恒湿、シールド、防音、 現場製作

無響室等

恒温恒湿室 プレハブ型

無響室等 現場製作

〃 プレハブ型

ライニングバック

アスファルト舗装等　撤去

足場その他

<2.2.1>

改修ドレン

種別 施工箇所

アスファルト防水層の種別種別及び工程
<3.3.3>

種別 施工箇所
種別及び工程

<3.4.3>

改質アスファルトシート防水層の種別

種別

種別及び工程 合成高分子系ルーフィングシート防水層の種別

仕上塗装 施工箇所

種別 施工箇所

<3.5.3>

種別及び工程

<3.6.3>

塗膜防水の防水層の種別

<3.8.2>
材料 といの材種

・配管用鋼管 ・硬質塩化ビニル管

ルーフドレン
種別

・陸屋根用（・縦型　・横型）
・バルコニー用

・バルコニー中継用

防水下地、寸法等

耐酸被覆鋼板、ガルバリウム鋼板の製造所

鋼管製といの防露

施工箇所

４章　外壁改修工事

<4.2.2>
工法別使用材料 ひび割れ部充てん材

種別 種類 寸法 施工箇所
・シーリング材

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

可とう性エポキシ樹脂の製造所、製品名

タイルの形状、寸法、きじの質及び工法等

形状・寸法 きじ うわぐすり 役物 色 工法
施工箇所 製造所・製品名

（ｍｍ） 磁器 せっ器 陶器 施釉 あり なし 標準 特注 工法名無釉

注入併用工法の注入材料

種別 製造所、製品名 施工箇所
・エポキシ樹脂

・ポリマーセメントスラリ

欠損部充てん材
種別 製造所、製品名 施工箇所
・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

試験張り　・行う　・行わない
見本焼き　・行う　・行わない

※施工箇所の下線は、耐凍害性があるものを示す。

塗膜はく離材

製造所、製品名

仕上塗材
種類 呼び名

・外装薄塗材Si
・可とう形外装薄塗材Si

・外装薄塗材E
・可とう形外装薄塗材E

・防水形外装薄塗材E
・外装塗材S

・内装薄塗材C
・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si
・内装薄塗材E

・内装薄塗材W

仕上げの形状・工法等

仕上げの形状
・砂壁状 ・ゆず肌状

・平たん状 ・凹凸状
・さざ波状

・着色骨材砂壁状
・砂壁状じゅらく

・ローラー塗

・こて塗り

・京壁じゅらく

・厚付け仕上塗材 ・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si
・外装厚塗材E

・内装厚塗材C
・内装厚塗材L

・内装厚塗材G
・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

仕上げの形状

・平たん状 ・凹凸状
・吹放し ・凸部処理

・ひき起こし ・かき落とし
工法

・吹付け

・吹付け
・ローラー塗

・こて塗り

工法

・複層塗材CE・複層仕上塗材

・こて塗用軽量塗材

・複層塗材Si
・複層塗材E

・可とう形複層塗材CE
・複層塗材RE

・防水形複層塗材CE
・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RE
・防水形複層塗材RS

仕上げの形状

・凹凸模様

工法

・ローラー塗
耐候性

・耐候形１種
・耐候形２種

上塗材の種類
樹脂

・アクリル系 ・シリカ

・凸部処理
・ゆず肌状

・ポリウレタン系
・アクリルシリコン系 ・ふっ素系

外観
・つやあり ・つやなし ・メタリック

触媒
・溶剤系 ・弱溶剤系 ・水系

・可とう形改修用
仕上げ塗材

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ
・可とう形改修塗材ＣＥ

仕上げの形状

・ゆず肌状
・平たん状

・さざ波状
工法

・吹付け ・ローラー塗

足場を設ける場合は、手すり据置き方式又はすり摺先行専用

の両方に手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置す
ることとし、幅木はメッシュシート、防音シート及び防網等の

足場方式とする。また、併せて、足場の外側及び内側（躯体側）

縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

※A3版の場合は50％縮尺とする

建築改修工事特記仕様書(2) －

・薄付け仕上塗材

<4.3.4>
樹脂注入工法 ひび割れ部の注入状況の検査方法

・コア抜取り
（抜取り個数　　　　個　　コア抜取り部補修方法　　　　　）

<4.4.4>
アンカーピンニングの工法種別

・単独工法 ・注入併用工法

・単独工法（注入口付） ・注入併用工法（注入口付）

ひび割れ概算数量 クラック補修 (0.2～1mm)

エポキシ樹脂注入工法
クラック補修 (1mm以上)

Ｕカットシール材充填工法
モルタル欠損部処理

モルタル浮き部処理
エポキシ樹脂モルタル充填工法

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

m

m

ヵ所

㎡

外壁のクラック等の調査を行い、監督職員に報告すること。

<5.2.2>

性能及び構造 外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

耐風圧性
気密性

水密性

性能等級 ・A種

・A-3　

枠の見込み寸法(mm)・70　 ・100

・S-4　
・B種
・S-5　

・C種
・S-6　

・A-4　
・W-5　

・100　

・W-4　

形状及び仕上げ

<5.2.4>

表面処理

建具

外部に面する建具

屋内の建具

・B-1種

・C-1種

・B-2種

・C-2種

(・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

(・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

５ 章 　 建 具 改 修 工 事

<5.1.3>

改修工法 種別
・かぶせ工法

・撤去工法　（・はつりによる撤去　・油圧工具等による撤去）

浮き部改修一般事項

特－０２

工法

(2.2.4)

有無に関わらず設置すること。

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事 ０４／１５平成27年6月鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務

墨出し共

墨出し、補修除く

ボイド等

墨出し、補修除く

ボイド等

墨出し共

墨出し共

ボード切込、墨出し共

照明器具、空調吹出口

給排気ガラリ等

墨出し共

水切り板、同穴あけ共

第１桝まで配管

補強配筋が必要な穴埋は
建築工事

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ換気扇,付属品共

天井ﾌｯｸ,床ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ,

防塵塗料,搬入用等開口,換気ｶﾞﾗﾘ共



縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

※A3版の場合は50％縮尺とする

日本農林規格品　　　・用いる　　・用いない

名称 種類 規格、区別等 厚さ(mm)
・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)
・12.5(不燃)　 ・15.0(不燃)

・　　　　　　 

せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
製
品

・　　　　　　 

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうボード(GB-S) ・12.5(不燃)　・12.5(準不燃)
・せっこうラスボード(GB-L) ・9.5

・強化せっこうボード(GB-F) ・12.5(不燃)　

・不燃積層せっこうボード(GB-NC)模様なし ・9.5(不燃)

トラバーチン ・9.5(不燃)
・化粧せっこうボード(GB-D) 普通 ・トラバーチン・9.5(準不燃)　

・木目模様 ・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)
特殊

・ロックウール吸音ボード(RW-B) 1号 ・25

吸
音
材
料

・グラスウール吸音ボード(GW-B) 2号　32K ・25(ガラスクロス包)
・ロックウール化粧吸音板(DR) 内部用 普通 ・9.0(不燃)　 

立体模様 ・12.0(不燃)　
軒天用 普通 ・9.0(不燃)　 

立体模様 ・12.0(不燃)　

繊
維
強
化

セ
メ
ン
ト

・0.8けい酸カルシウム板(0.8FK)

・天然木化粧合板 ・なら　・しおじ 化粧単板　・0.3未満　

特
殊
合
板

板　　　　・4.2　　　

・特殊加工化粧合板 ・メラミン化粧合板

合
板

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板 ・4.0

難
燃
合
板

セ
メ
ン
ト
板

水
質
系

・木毛セメント板 ・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・15　　・20
・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・25　　・30

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・12　 ・15 　・18 　・21・木片セメント板
・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・30

素
地
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド

・スタンダードボード ・未研磨板 ・2.5　　・3.5

（
硬
質
繊
維
板
）

ハ
ー
ド
ボ
ー
ド

・研磨板 ・5　　　・7

・テーパードボード ・未研磨板 ・2.5　　・3.5

・研磨板 ・5　　　・7

・内装用化粧ハードボード ・2.5　・3.5　・5　・7
・外装用化粧ハードボード ・5　・7

イ
ン
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド(

軟
質
繊
維
板)

・A級インシュレイションボード ・素板 ・9　　 ・12
・天井仕上げ材
・内装仕上げ材 ・15　　・18
・押入収納内装材

・シージングボード

・ＭＤＦ ・3  ・7  ・9 ・12 ・15 ・18

・21 ・24 ・30
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

・単板張りパーティクルボード ・無研磨板 ・10　・12　・15　・18　・20

・研磨板 ・30　・35　・40
・化粧パーティクルボード ・単板オーバレイ ・10（難燃）　・12（難燃）

・15（難燃）　・18（難燃）
・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・20（難燃）　・25（難燃）

・塗装 ・30（難燃）　・35（難燃）
・40（難燃）

材料 せっこうボード、その他ボード及び合板張り

材料

壁紙及び接着剤は、ホルムアルデヒド放散量の少ないものとする。

壁紙張り

施工箇所 製造所・製品名 防火性能の級別

・1級　・2級

・1級　・2級

<6.13.2>

<6.14.2>

磁器 せっ器 陶器 施釉 無釉 あり なし 標準 特注 工法名

工法色役物うわぐすりきじ
施工箇所

形状・寸法
（ｍｍ）

製造所・製品名

<6.16.3>

材料 防虫網
・合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製

線径(mm) ・0.25以上　

網目(メッシュ) ・16～18　　

<5.2.3>

・ステンレス(SUS316)製材料

<5.3.3>

・S-5　

性能及び構造

形状及び仕上げ
耐風圧性

気密性
水密性

性能等級 ・A種

・S-4　

・B種 ・C種

・S-6　

・W-4　

外部に面する樹脂製建具の性能等級

・A-4　

・W-5　
枠の見込み寸法(mm)・60　 ・70    ・80   ・　

・S-5　・S-4　

外部に面する樹脂製建具の遮音性能等級

外部に面する樹脂製建具の断熱性能等級

種別

遮音性

・T-A種 ・T-B種

種別

遮熱性

・H-A種 ・H-B種

・H-4　 ・H-5　

<5.3.2>

<5.3.4>

性能及び構造 外部に面する鋼製建具の耐風圧性　

材料 ステンレス鋼板

・SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1   　・SUS430

<5.4.2>

<5.6.3>

材料 強化ガラス

材料板ガラスの種類
フロート強化ガラス

板強化ガラス

・フロートガラス

・磨き板ガラス

材料板ガラス
・熱線吸収フロートガラス

・熱線吸収磨き板ガラス

材料板ガラスの種類
・熱線吸収フロート板ガラス

厚さ(mm)色調
・ブルー　・グレー

・ブロンズ　・グリーン

熱線吸収板ガラス

鍵

・作製する　　・作製しない
グランドマスター

マスターキー
・作製する　　・作製しない

マスターキーは既存グランドマスターに合わせること。

材質、形状及び寸法 建具用金物

スイングドア、スイングサッシの金物の種類

・モノロック
・本締り付モノロック

・シリンダー箱錠
（レバーハンドルを含む）

・シリンダ本締り錠
・空錠

・押棒，押板 －

ﾊﾞｯｸｾｯﾄ(mm) 製作所

形状及び仕上げ 表面仕上げ

・ＨＬ仕上げ　

工法 曲げ加工
・普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

<5.6.4>

<5.6.5>

<5.7.2>

<5.7.4>

<5.13.2>

熱線反射板ガラス

・熱線反射ガラス

・高性能熱線反射
　ガラス

種類 材料板ガラス

の種類
・ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ

日射熱遮へい率

の区分

反射皮膜

の使い方
・行う

映像調整色調

・ブルー

・グレー
・ブロンズ

・シルバー

・外面

・内面・１種

・２種
・３種

素材が強化又は倍強度ガラスの場合の製作所

ガラス溝の寸法、
形状等

ガラス溝の寸法、形状等
種類

・強化ガラス
・倍強度ガラス

ガラス厚(mm)面クリアランスエッジクリアランス掛り代

ガラスブロック積み ガラスブロック

寸法及び厚さ(mm)

・クリア

・乳白

化粧目地の色色調表面形状 シーリングの種類

<5.13.3>

<5.13.5>

防火シャッター 工法

音声発生装置は、シャッターが降下を開始すると同時にスイッ
チが入り、閉鎖して停止するまで、継続して危険を知らせる音

声を発するものとする。なお、この装置は、防火シャッターに
接近して、柱、壁、天井等に設置する。

注意灯は、シャッターが降下を開始すると同時にスイッチが入

り、閉鎖して停止するまで、継続して注意灯を点灯するものと
する。また、点灯方式は点滅方式または回転方式とする。

シャッターへの危険表示は、シャッター両面の下部部分（全体

の高さの１/２以下の位置）に、降下中の危険を知らせる文字、
イラスト等を目立つように塗料による描き込み、またはシール

等の貼り付けを行う。
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<6.2.2>
工法 合成樹脂塗床材の除去

・機械的除去工法 ・目荒し工法

<6.5.2>

木材

材料

種類 性能 厚さ(mm) 柄 施工箇所

種類

・ホモニジアスビニル床タイル
・コンポジションビニル床タイル(軟質)

厚さ(mm) 寸法(mm) 施工箇所

する。

ビニル床シート及びビニル床タイル用接着剤は、ホルムアルデヒ

ド不検出のもので、有機溶剤の含有の少ないものとする。

誘導用、注意喚起用床材　　視覚障害者用タイル
種類

・塩化ビニル系
・レジンコンクリート系 ・300×300　

・300×300　

寸法(mm) 厚さ(mm)

ゴム床タイル
寸法(mm) 厚さ(mm) 色柄 製造所・製品名

<6.8.2>

製材
施工箇所
樹種名

寸法
材面の品質

含水率
代用樹種の使用　　　・禁止する　　・禁止しない

下記以外のビニル床シートは、種類FS、柄は無地、厚さ2.0mmと

下記以外のビニル床タイルは、

厚さ2.0mmとする。

材料 織じゅうたん
種別

・A種
・B種

・C種 ・ｶｯﾄ,ﾙｰﾌﾟ併用

・ループパイル
・カットパイル

パイル形状 帯電性

・人体帯電圧
　3KV以下

製造所・製品名

タフテッドカーペット

抗菌加工の有無　　・有　・無

パイル形状

・カットパイル
・ループパイル

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ
・ｶｯﾄ,ﾙｰﾌﾟ併用

ﾊﾟｲﾙ長さ(mm)帯電性

・人体帯電圧
　3KV以下

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ
　工法

・全面接着
　工法

工法 製造所・製品名

ニードルパンチカーペット
厚さ(mm) 帯電性

・人体帯電圧
　3KV以下

製造所・製品名

抗菌加工の有無　　・有　・無

タイルカーペット
種別 パイル形状

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ
・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ種

種

寸法(mm) 総厚さ(mm)電気抵抗(Ω)製造所・製品名

<6.9.2>

<6.10.2>

材料 合成樹脂塗床材
工法・仕上げの種類種別

・厚膜型塗床材
　　　樹脂系
・弾性ウレタン

　　　樹脂系
・エポキシ

・防滑仕上げ　
・つや消し仕上げ

・薄膜型塗床材

・薄膜流し展べ工法
　　　　　（・平滑・防滑）

・樹脂モルタル工法

・厚保膜流し展べ工法
　　　　　（・平滑・防滑）

　　　　　（・平滑・防滑）

<6.11.2>
材料 フローリングの種別

単層フローリング 樹種 厚さ(mm) 大きさ(mm) 工法
・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

・なら

・なら

・15 ・303×303

・モルタル埋込工法

複合フローリング

・複合１種フローリング
・複合２種フローリング

・複合３種フローリング

樹種

・なら

種別

・A種
・B種

・C種 ・行う

防湿処理 工法

・モルタル埋込工法

・接着工法

・根太張り工法
・直張り工法

・接着工法

・根太張り工法

・直張り工法

材料 畳敷き
種別

・A種　　・B種　　・C種　　・D種
D種の場合の畳床

・KT-Ⅰ　　・KT-Ⅱ　　・KT-Ⅲ　　・KT-K　　・KT-N

<6.12.2>

タイルの形状、寸法、きじの質及び工法等

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

※施工箇所の下線は、耐凍害性があるものを示す。

施工箇所
樹種名

寸法

含水率

造作用集成材

見付け材面の品質

施工箇所

造作用単板積層材

寸法

表面処理
防虫処理

・ＭＤＦ

その他のボード

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

・単板張りパーティクルボード

・化粧パーティクルボード

・3  ・7  ・9 ・12 ・15 ・18
・21 ・24 ・30

・無研磨板 ・10　・12　・15　・18　・20
・研磨板 ・30　・35　・40

・単板オーバレイ ・10（難燃）　・12（難燃）
・15（難燃）　・18（難燃）

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・20（難燃）　・25（難燃）

・塗装 ・30（難燃）　・35（難燃）
・40（難燃）

種類 規格，区分等 厚さ(mm)

工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。

防腐・防蟻処理の方法

ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に

対し、現場にて防腐・防蟻を塗布することとする。

防蟻処理　・行う　　適用範囲　
防蟻処理は、非有機リン系とする。

防腐処理　・行う　　適用範囲　

防虫処理 防虫処理　・行う　　適用範囲　

<6.16.4>

陶磁器質
タイル張り

建築改修工事特記仕様書(3) －

・20　
・30　

・500×500 ・6.5 ・適用しない
・7.5
・7.5

・せっこうボード(GB-R)

・硬質せっこうボード(GB-R-H) ・9.5(不燃)　　・12.5(不燃)

・6.0　・0.8

・1級　・2級

・ ・ ・・

特－０３

(20.2.3)
可動間仕切 構造形式

・パネル式
・スタッド式

表面材質 仕上げ

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂塗料焼付け ・あり

不燃材料の認定

(20.2.4)

移動間仕切 パネル圧接装置の操作方法 遮音性能 表面仕上げ
・焼付け塗装

・壁紙張り・ハンドル回転式

・一般タイプ(36dB未満)

・遮音タイプ(36dB以上)

・鋼板

・機械駆動式

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事 ０５／１５平成27年6月鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務



縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

※A3版の場合は50％縮尺とする

溶接金網 編目の形状，寸法 鉄線の径
<8.2.2>

床型枠用鋼製デッキプレート

使用箇所 備考

型枠の材料
<8.2.6>

７ 章 　 塗 装 改 修 工 事

材料 塗料は、ホルマリン不検出のものとし、有機溶剤の含有の少ない

ものとする。

防火材料の指定
・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・次の箇所は防火材料とする。

<7.1.3> <9.1.1>
一般事項 アスベスト含有建材の処理の工事

工事種別
・除去処理

・封じ込め処理
・囲い込み処理

適用箇所

施工調査
目視又は設計図書による施工調査は、次の事項について行い、
調査結果をとりまとめ、図面等により記録し、監督職員に提出

する。
１．アスベスト含有建材使用部位の確認

２．アスベスト含有建材の厚さ等の確認
３．アスベスト含有建材使用数量の確認

４．施工範囲等の確認

分析によるアスベスト含有の調査
・行う

調査対象室
調査対象建材

分析によるアスベスト含有の調査は、「改訂　既存建築物の吹

付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術指針・同解説2006（日
本建築センター　H18.10）」（以下「センター指針」という。）

の「3.3.3資料採取による現地調査」に基づき行う。
ただし、アスベスト含有の分析方法は、JIS A 1481「建材製品

中のアスベスト含有率測定方法」による。それ以外の分析方法
とする場合は、監督職員と協議する。

アスベスト粉じん濃度測定

処理作業室、処理作業室以外の室内又は室外、負圧・除じん装
置の排出吹き出し口、敷地境界において、アスベスト粉じん濃

度の測定を行う。

１．アスベスト粉じん濃度の測定場所、測定点及び測定時期は
下表による。

測定時期 測定名称 測定場所 測定点
(各施工箇所毎)

処理作業中

測定２

測定３
測定４

処理作業室以外の室内又は室外

処理作業室内
負圧・除じん装置の排出吹出し口

測定５

敷地境界

処理作業室

測定６処理作業後

(ｼｰﾄ養生中)
測定７

処理作業室内

処理作業室内

測定８ 処理作業室以外の室内又は室外

作業終了後

ｼｰﾄ撤去後
１週間以内

出口吹出し風速
1m/sec以下の位置

処理作業室内測定１処理作業前

備考

大気

大気

各2点又は3点
計2点

各2点又は3点

各2点
４方向 各1点

(敷地境界)
各2点

各2点又は3点

計2点

※

※

２．アスベスト粉じん濃度の測定に当たっては、アスベスト粉
じん濃度測定計画書を作成し監督職員に提出する。

３．下記の内容に基づくアスベスト粉じん濃度測定結果報告書
を作成し、監督職員に提出する。

1)
2)

3)
4)

5)
6)

7)
8)

9)
10)

11)

工事名称
測定結果

測定時間
測定位置（測定高さと共に図示する。）

測定時の作業内容
サンプリング条件（ﾎﾙﾀﾞｰ直径、吸引時間、吸引空気量）

マウンティング方法
顕微鏡視野面積、計数視野数

計数アスベスト繊維について
測定時（各測定場所毎）の温度、湿度、風圧

その他必要な事項

アスベスト含有建材飛散防止処理施工計画書

施工調査の結果に基づき、アスベスト粉じんの飛散防止対策を
盛り込んだアスベスト含有建材飛散防止処理施工計画書を「セ
ンター指針」の「5.3.2施工計画書の作成」に基づき作成する。

施工におけるアスベスト粉じん飛散防止措置等
施工におけるアスベスト粉じん飛散防止措置等は、関係法令に

よるほか、<9.1.3>、<9.1.4>及び<9.1.5>に示すもののうち、
特に次の事項については「センター指針」の「5.2.4飛散防止

措置等」に基づき実施する。
1)

2)
3)

4)

粉じん飛散抑制剤の使用

粉じん飛散防止処理剤の使用
負圧・除じん装置の設置

隔離シートの撤去

処理工事
１．除去処理工事は、<9.1.3>及び<9.1.4>によるほか、「セン

ター指針」の「吹付けアスベスト処理工事マニュアル」の
「Ⅰ　除去処理工事」に定める「5.除去処理工事作業手順

」に基づいて行う。

２． 封じ込め処理工事は、「センター指針」の「吹付けアスベ
スト処理工事マニュアル」の「Ⅱ　封じ込め処理工事」に

定める「5.封じ込め処理作業手順」に基づいて行う。

３． 囲い込み処理工事は、「センター指針」の「吹付けアスベ
スト処理工事マニュアル」の「Ⅲ　囲い込み処理工事」に

定める「5.囲い込み処理作業手順」に基づいて行う。
なお、軽量鉄骨天井下地、つりボルト用彫込みアンカーの

取付けは<6.6.1>～<6.6.4>によることとし、アスベスト粉
じん飛散防止措置を講じたうえで行う。

４． アスベスト含有成形板の撤去工事は、<9.1.5>によるほか、
「非飛散性アスベスト廃棄物の適正処理について」（平成

17年3月30日付環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部
産業廃棄物課適正処理・不法投棄対策室長　環廃産発第05

0330010）別添の「非飛散性アスベスト廃棄物の取扱いに
関する技術指針」（以下「技術指針」という。）の「第３

章　撤去」及び次の事項に基づき実施する。

５． 上記によるほか、処理作業に伴い発生する飛散性アスベス
トを含む廃棄物（以下、「アスベスト廃棄物」という。）

を作業当日に適切に処理可能となるよう作業手順を定める。
なお、一日の作業終了時には床等を高性能真空掃除機等に

より清掃する。

材料

粉じん飛散防止処理剤、粉じん飛散抑制剤は散布特性、浸透
湿潤性、耐久性、防・耐火性、防音性などを考慮して適切なも

のを選定し、関係資料を監督職員に提出する。

アスベスト廃棄物の処理
１． 「アスベスト廃棄物」の処理に当たっては、関係法令、地

方公共団体・特定行政庁の指導等によるほか、「建設廃棄
物処理マニュアル（（財）日本産業廃棄物処理振興センタ

ーH13.7）」に基づいて実施する。

２． アスベスト廃棄物をやむを得ず一時的に構内に保管する場
合の保管場所等については、監督職員と協議する。

３． アスベスト廃棄物の構外搬出作業に当たって、作業実施予

定日時等を事前に監督職員と協議する。

アスベスト含有建材飛散防止処理施工記録
１． 施工記録報告書を作成し、監督職員に提出する。

２． 施工記録報告書は下記の事項により作成する。

1)
2)

3)
4)

5)
6)
7)
8)

9)
10)

11)
12)

13)

施工計画書
工事記録及び工事写真

産業廃棄物処理記録
施工調査等記録

作業者の作業記録
建物の使用に当たっての注意事項
異状があった場合の連絡先等
処理工事期間

処理工事業者名
処理工事の場所・部位

飛散防止処理剤の種類と使用量等
囲い込み材料の使用量等

その他必要な事項

除去工事共通事項 工事管理者

１．処理工事に係る総合的技術管理者を選任する。
なお、工事管理者は、アスベスト含有建材飛散防止処理施工

等にかかわる指導、及び管理を行う能力を有し、建設業法で
規定する主任技術者又は監理技術者の資格を有する者とする。

２．工事管理者と現場代理人及び石綿作業主任者はこれを兼ねる

ことができる。

<9.1.3>

アスベスト含有
吹付け材の除去

アスベスト含有吹付け材の処理を行う範囲は図示による。
室名 処理を行うアスベスト含有吹付け材の仕様

アスベスト含有吹付け材の処理

・密封処理（二重袋梱包）
・セメント固化

<9.1.4>

アスベスト含有
保温材等の除去 室名

アスベスト含有保温材等の処理を行う範囲は図示による。
処理を行うアスベスト含有保温材等の仕様

アスベスト含有

室名

<9.1.5>

成形板の除去

アスベスト含有成形板の処理を行う範囲は図示による。

処理を行うアスベスト含有成形板の仕様

アスベスト含有成形板の集積・運搬等
アスベスト含有成形板の集積・運搬等は、<9.1.5>によるほか、

「技術指針」の「第4章　収集運搬」及び次の事項に基づき実
施する。

アスベスト含有成形板の処分等
アスベスト含有成形板の処分等は、<9.1.5>によるほか、「技術

指針」の「第5章　中間処理」、「第6章　最終処分」及び次の
事項に基づき実施する。

種類 種別 厚さ(mm) 施工箇所

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

<9.3.2>
材料

<9.5.2>

断熱材打込み工法

<9.5.3>

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

８ 章 　 耐 震 改 修 工 事

コンクリートの品質 摘要
適用箇所

スランプ（㎝）

設計基準強度（N/㎜2）

種類

基礎(１F以下の部分)
普通コンクリート

左記以外の部分 耐震壁

気乾単位容積質量(kg/m3)

鉄骨製作工場 工場性能評価グレード 　　　以上の工場
<8.1.5>

鉄筋

・ＳＲ２３５
・ＳＤ３４５

径（ｍｍ）種類の記号
・ＳＤ２９５Ａ

適用箇所

<8.2.1>

製造所

・棒鋼
・平鋼

・形鋼（Ｈ形）
・形鋼（その他）

・鋼板（中・厚）
・鋼板（薄）
・軽量形鋼
・角形鋼管

種別 材質 備考鋼材

継手及び定着 継手方法等
部位

柱、梁の主筋 ・機械式継手
径(mm)継手方法

<8.3.4>

・重ね継手その他

・ガス圧接

・溶接継手

主筋又は耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ　　・40d　・45d　・　

柱に取り付けるはりの引張り鉄筋の定着長さ・40d　・45d　・　

柱に取り付けるはりの引張り鉄筋以外鉄筋の定着長さ・　

・超音波探傷試験
圧接完了後の試験ガス圧接

耐火被覆材の種別

及び性能

種別
<8.16.2>

・ラス張りモルタル塗り
・耐火材吹付け

所要性能
所要性能 構造区分 適用箇所

<8.19.3>
目荒し

部位 平均深さ(mm) 打継ぎ面に対する目荒らし
面積の割合（％）

<8.19.8>

既存部分の処理

コンクリートの ・流込み工法

・圧入工法

<8.21.5>

及び

溶接金網巻き工法

種類 種別 厚さ(mm) 施工箇所

・保温板2種b ・25　
・保温板3種b ・25　

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

断熱材現場発泡工法

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

厚さ(mm) 施工箇所
・25

種類
・Ａ種１

・Ａ種２
・Ａ種３

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

・耐火板張り工法
（・乾式工法　・半乾式工法　・半湿式工法　・湿式工法）

<8.2.8>

<8.3.8>

打込み

・圧入工法
・流込み工法

打込の工法の種類

建築改修工事特記仕様書(4) －
特－０４

２１
１８

２１
１８ １８

２１

壁・床

壁・床

D10　D13　D16

D19

耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ　　　　　　・40d

壁・床 　5 　75～100

・保温板2種b

・保温板3種b

・25　

・25　
・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 熱伝導率

0.023W/(m･K)以下
　屋根

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事

SD259A・SD345

SS400

０６／１５平成27年6月鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務

断熱材現場発泡工法

SN490C・SS400

溶接フープ巻き工法

９章　環境配慮改修工事

<9.1.2>

・30
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1
100

１０ １１

準備室
UP

ステージ

器具室

UP

体育室

玄関ホール

女子更衣室

Ｌ．Ｗ．Ｃ

Ｇ．Ｗ．Ｃ

男子更衣室

器具室

９８７６５４３２１

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

床

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事

1階平面図・仕上表（改修前･後）

1階平面図（改修前･後）　1/100

Ａ－０１
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N

ラワン

階 室　　名

1

ラワンステージ ｔ=18ナラフローリング　ＦＯＷ

体育室 ｔ=15捨貼　ｔ=18ナラフローリング　ＦＯＷ

巾　木 高さ

１５０

１００

ＯＳ

ＯＳ

正面t=24コペンハーゲンリブ張

一階t=1レザー

二階モルタルコテ仕上

クリアー

ＯＳ

ビニールペンキ

モルタル刷毛引き 小屋裏化粧 タラップ　カーテンボックス

ブドウダナ（ライトゲージ）ＯＰ小屋裏化粧モルタル刷毛引きビニールペンキモルタルコテ仕上

2

塗　装壁 備　考造作塗装天　井

ギャラリー モルタルコテ仕上 モルタルコテ仕上 ビニールペンキ ビニールペンキモルタルコテ仕上 モルタルコテ仕上 ビニールペンキ 手摺

モルタルコテ仕上フロアー ビニル床シート張り　厚2.5 モルタルコテ仕上 ＥＰ-Ｇ モルタルコテ仕上 ＥＰ-Ｇ 小屋裏化粧 手摺

内部仕上表

ＦＯＷ　フロアーワックスオイル磨き

ＦＯＷ　フロアーワックスオイル磨き

ＯＳ　　オイルステイン

ＥＰ-Ｇ つや有合成樹脂エマルションペイント

凡例

塗　装 腰 塗　装

ＯＰ　　オイルペンキ

ＤＰ　　耐候性塗料
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縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

※A3版の場合は50％縮尺とする

1
100

放送室

物置

体育室

体育

教官室

165165 165

１０ １１１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

バスケットゴール撤去
W1800H1050L1700

バスケットゴール撤去
W1800H1050L1700

バスケットゴール撤去
W1800H1050L1700

バスケットゴール撤去
W1800H1050L1700

吊下バスケットゴール撤去

2階平面図（改修前）

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事

2階平面図（改修前）　1/100

Ａ－０２

０８／１５平成27年6月鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務

N

フロアー

吊下バスケットゴール撤去

ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾛｰﾌﾟ金具等の撤去

吊り輪金具等の撤去

手動巻上げ機の撤去手動巻上げ機の撤去

2
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45,000

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

4,500 36,000 4,500

4,500 4,500



縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

※A3版の場合は50％縮尺とする

1
100

放送室

物置

体育室

体育

教官室

165165 165

１０ １１１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事

2階平面図（改修後）

上部取付用受材:H-250×125×6×9 新設

吊下バスケットゴール　新設
前方折畳吊上げ手動式

上部取付用受材:H-250×125×6×9 新設

上部取付用受材:H-250×125×6×9 新設

吊下バスケットゴール　新設
前方折畳吊上げ手動式

2階平面図（改修後）　1/100

Ａ－０３

０９／１５平成27年6月鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務

N

フロアー

折畳バスケットゴール　新設
床ハンドル操作式

折畳バスケットゴール　新設
床ハンドル操作式

折畳バスケットゴール　新設
床ハンドル操作式

折畳バスケットゴール　新設
床ハンドル操作式

上部取付用受材:H-250×125×6×9 新設

上部取付用受材
H-250×125×6×9 新設

手動巻上げ機の新設手動巻上げ機の新設
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鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

日付 総数業務名 工事名称検　　図 担　　当総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　　当

記

縮尺図面名称 番号
事

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行 1
50

外壁モルタルカキ落とし

3
,5

00

ボルト 13φ

モルタルコテ仕上 V.P

防水モルタルコテ仕上

床:防水モルタルコテ仕上

額縁21×45 O.P

防水モルタルコテ仕上

モルタルコテ仕上 V.P

コンクリート打放

外壁モルタル刷毛引
リシン吹付

コンクリート打放

リシン吹付
巾木 24×135 O.S

換気用パイプ　φ=40

PL 50×4 O.P

13φ100@O.P
75

0

1 2

100×100継手パッキン

屋根　天尺鉄板瓦棒葺

2Us(50×50×20×3.2 O.P@2000)

100×100ボルト16φ

胴縁25×60@360

コペンハーゲンリブ貼
クリアラッカー仕上げ

鉄
骨

床板　ナラフローリング張t=18

ナラフローリング張t=18(捨板木用)

根太　60×60@360

850

6
00

2
50

850

1,000

60
60

床　モルタルコテ仕上
水勾配

モルタルコテ仕上げ

モルタル刷毛引リシン吹付

硬質塩ビパイプφ100

受金物O.P H50

補強管φ120銅管

犬走り砂利敷50ス

GL

3
,0

0
0

28長尺鉄板瓦棒葺

軒桶一重加工

硬質塩化ビニルパイプ

コンクリート打放し

コンクリート打放し

モルタル金コテV.P

コンクリート打放し

防水紙アスファルト紙20kg品
断熱材ブラトン
タテH型ショイナー付

亜鉛引鉄板加工28#150.150
12m/m板貼O.P

胴縁45×45＠450
50×100アンカーボルト13φ

モルタルコテ仕上

カーテンボックス
クリアラッカー仕上

1口30×30×16
O.P@900

手摺50×150
クリアラッカー仕上

モルタルコテ仕上V.P

モルタルコテ仕上

硬質ウレタン(t10)

表面：レザー(t1)

歩道用ブロックＢ型

根太　60×60＠360

床板　ナラフローリング張t=18

下地　防湿紙タールフェルト
捨て板t=15

ネガラミスジカイ　20×75

大引　120×120＠900

15
0

6
00

7,
1
00

3
,6

0
0

3
,5

0
0

1,
30

0

アンカーボルト13φL350

865

木製束120×120@1,900

A

カスガイL=120 
ネガラミ　20×75
タテヨコ筋　9φ @300

梁

砂利敷

1

A

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事

吊上収納状態

2

60
0

7,
10

0

3,
6
00

3,
5
00

1,
30

0

13
0

ｺｰﾄｴﾝﾄﾞﾗｲﾝ

吊下バスケットゴール　新設
前方折畳吊上げ手動式

折畳バスケットゴール　新設
床ハンドル操作式　　　　　

ｺｰﾄｴﾝﾄﾞﾗｲﾝ

3

3
断面詳細図(改修前)　1/50

断面詳細図(改修後)　1/50

断面詳細図(改修前･後) Ａ－０４

１０／１５平成27年6月鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務

▼1FL

▼2FL

▼1FL

▼2FL

24ｧ

1
,1

00

W1800H1050L1700

吊下バスケットゴール(支持材共)撤去
バスケットゴール(支持材共)撤去

取付用受材:H-250×125×6×9 ＤＰ塗り 新設

取付用受材:H-250×125×6×9
　　　　　 ＤＰ塗り 新設

取付用受材:H-100x100x6x8
ＤＰ塗り 新設
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※A3版の場合は50％縮尺とする



縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

※A3版の場合は50％縮尺とする

1展開図（改修前）
100

北　面　図  1/100

東　面　図  1/100

南　面　図  1/100

西　面　図  1/100

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事

Ａ－０５

１１／１５平成27年6月鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務

吊下バスケットゴール(支持材共)撤去 吊下バスケットゴール(支持材共)撤去

バスケットゴール(支持材共)撤去
W1800H1050L1700

バスケットゴール(支持材共)撤去
W1800H1050L1700

バスケットゴール(支持材共)撤去
W1800H1050L1700

バスケットゴール(支持材共)撤去
W1800H1050L1700
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縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

※A3版の場合は50％縮尺とする

1
100

北　面　図  1/100

東　面　図  1/100

南　面　図  1/100

西　面　図  1/100

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事

展開図（改修後）

9,
19

0

15

7,
80
0

1,
37
5

1,
05

0
2,

90
0

9,
17
5

910910

吊下バスケットゴール　新設
前方折畳吊上げ手動式

9,
19

0

15

7,
80
0

1,
37
5

1,
05

0
2,

90
0

9,
17
5

910910

吊下バスケットゴール　新設
前方折畳吊上げ手動式

折畳バスケットゴール　新設
床ハンドル操作式

折畳バスケットゴール　新設
床ハンドル操作式

折畳バスケットゴール　新設
床ハンドル操作式

折畳バスケットゴール　新設
床ハンドル操作式

Ａ－０６

１２／１５平成27年6月鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務
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鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

日付 総数業務名 工事名称検　　図 担　　当総務課長事務部長 課長補佐 施設係長 担　　当

記

縮尺図面名称 番号
事

1

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ａ

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

「吊り下げバスケット荷重計算書」

▽１ＦＬ

　コ
ート

セン
ター

ＰＢ

ＰＡ

Ｒ

ＰＢＰＣ

Ｑ ＰＣ

Ａ

吊下バスケットゴール　1対前方折畳吊上げ手動式　S=1/50

1,820

H＝
7,
50

0

91
0

91
0

29
,0
00

36,000 4,500

600600 600 600

4,500

91
0

91
0

600 600 600 600

59
0

1,
20

0

3,
16

0

2,
72

5

13
5

75

200

120

165

250

105

1,820

154

226

910 910

165

105

600

600

Ｐ

Ｄ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

ﾘﾝｸﾞ先端にかかる短期荷重：約1470N(吊下げて使用時)

長期全重量(ﾊﾞｽｹｯﾄ自重):約486kg

Ａ：上枠前部にかかる荷重（垂直方向）

Ｂ：上枠後部にかかる荷重（垂直方向）

Ｃ：直上車にかかる荷重（垂直方向）

Ｄ：落下防止装置にかかる荷重（垂直方向）

Ｂ：上枠後部にかかる荷重（垂直方向）

Ａ：上枠前部にかかる荷重（垂直方向）

Ｃ：直上車にかかる荷重（垂直方向）

Ｄ：落下防止装置にかかる荷重（垂直方向）

地震力算出用の設計用震度は

水平方向Kh=1.5　垂直方向Kv＝0.75とする

全重量：約187kg

リング先端にかかる短期荷重：約1,470N

：取付上部にかかる引張荷重

Ｐ

Ｐ ：取付下部にかかる垂直荷重

Ｒ：地震時に取付部にかかる水平応力

Ｑ：地震時に取付部にかかる垂直応力

地震力算出用の設計用震度は

約4,226N

約4,226N

約1,650N

水平方向Kh=1.5 垂直方向Kv=0.75とする

約4,080N

約1,630N

Ｐ

【主要材料－吊下バスケット】

・ブレース　一般構造用圧延鋼材

・バックボード　プラスチック板

・ゴールリング　固定式

（バスケット板）

耐震化ﾕﾆｯﾄ装置

ﾌﾟﾚｽ成形品(t2.3)

ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞ：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ板

落下防止装置

直上車（外径φ１７８ｔ）

落下防止装置

耐震化ユニット装置

Ｍ１２ダブルナット

（鉄骨工事に含みます）

取付用受材　Ｈ－１００×１００×６×８

取付用受材　H-250×125×6×9

（鉄骨工事）

M12ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

ﾌﾟﾚｽ成形品(t2.9)

ﾌﾞﾚｰｽ(丸鋼φ10）

ﾌﾟﾚｽ成形品(t2.3)

ﾌﾞﾚｰｽ(丸鋼φ10）

起点材(φ42×t3.5補強付)

直：直上車　　･･･2ヶ

中：中間車　　･･･4ヶ

Ｗ：ウインチ　･･･2ヶ

取付用受材:H-250×125×6×9

(H
鋼H-2

50×
125

×6×
9)

(H鋼
H-
250

×125
×6×

9)

取付用受材:H-250×125×6×9

（落下･前後左右移動防止）

（落下･前後左右移動防止）

M12ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

UﾎﾞﾙﾄM12

ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰ

取付用受材:H-250×125×6×9

4-M12ﾎﾞﾙﾄ止め

ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞ：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ板
(日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会検定品)

φ48.6×ｔ3.5

ﾌﾟﾚｰﾄt9

φ76.3×4.2t

直上車（外径φ178)

ﾌﾟﾚｰﾄt9

・フレーム等　配管用炭素鋼鋼管

　JIS G 3452 (SGP)

板出：1350ﾀｲﾌﾟ　折畳ﾊﾞｽｹｯﾄ　荷重　

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

5,
00

0
4,

75
0

4,
75

0
4,
75
0

4,
75
0

5,
00
0

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

ス
テ

ー
ジ

吊縄（既設）

折畳バスケットゴール　2対床ハンドル操作式　S=1/50

・ジョイント材 冷間圧延鋼板･鋼帯

　JIS G 3101(SS400)

　JIS G 3141(SPCC)

・吊上ワイヤーロープ　φ6

　JIS G 3525 

　日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会検定品

　日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会検定品

φ48.6×t3.5（上下）

H-100×100×6×8（左右)

4-M12ボルト止め

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟφ6 ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟφ6

ａ

直

中

中

ｂＷ

中

ｂ Ｗ

中

中

中

直

ａ

ｂ ｂ

（落下防止装置）

（直上滑車）

(上枠)

(下枠)

臨時荷重：
　　1,470N

補強の取付位置等詳細は姿図を参照のこと

は照明位置を示す

う

バスケットゴール取付伏図 S=1/200

　　　　短期（吊下使用時）

　　　　長期（収納時）

　　　　長期（収納時）

　　　　短期（吊下使用時）

　　　　長期（収納時）

　　　　短期（ワイヤー切断時）

　 　　10N

　　　580N

　　1,270N

　　2,350N

　　1,110N

　　3,920N

　　4,939N

　　9,280N

　　　300N

　　　300N

　　　短期

　　　短期

　　　短期

　　　短期

　　　地震時応力

　　　地震時応力

　　　短期（使用時）

　　　短期（使用時）

　　　短期（使用時）

Ｂ

Ｃ

Ａ

：取付下部にかかる圧縮荷重(-Ｐ　)Ａa-a矢視図 本体取付詳細 S=1/10

う部取付詳細 S=1/10

あ部取付詳細S=1/10

ﾌﾟﾚｰﾄt9

鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事
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ﾍﾞﾍﾞﾙｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽ

操作ﾊﾝﾄﾞﾙ

ｺﾞｰﾙﾘﾝｸﾞ：検定品

ﾌﾚｰﾑ
□ｰ40×40×2.3

基枠:□-50×50×3.2 主軸φ40

3,
05

0

200

1,200 50

140 1,8601,350250

９

３

支柱(φ48.6×t3.5)折畳金具

落下防止装置ﾍﾞﾙﾄ

ｺﾞｰﾙﾘﾝｸﾞ ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰ

吊上ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟφ6

ｽﾃｰ(φ48.6×t3.5）

取付用受材:H-250×125×6×9

吊上収納状態
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平成27年6月

参考図

【参考図】バスケットゴール詳細図,バスケットゴール取付伏図 

鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務

ａ：吊下げﾊﾞｽｹｯﾄ用受材　　H-250×125×6×9(鉄骨工事)

ｂ：折畳ﾊﾞｽｹｯﾄ用受材　　　H-100×100×6×8(鉄骨工事)

※A3版の場合は50％縮尺とする



レディーミクストコンクリート　　1類

部  　位
種　　類 設計基準強度　N／mm2

備　考スランプ
普 通 軽 量 １８ ２１ ２４

２　使用材料

捨コンクリート

基礎・基礎梁

梁・柱

増設壁

土間コンクリート

材  質 継　手径

D10～D16

D19～

SD295A SD345 SD390 柱・梁

・圧接　・重ね

・圧接　・重ね

その他

・圧接　・重ね

・圧接　・重ね

備  考

アンカーの適用　　・金属系アンカー（部位　　　　　）※接着系アンカー

接着系アンカー　　種類　※カプセル型

径

引 張 耐 力

せん断耐力

D13 D16 D19 D22

部　　位 SS400 SN400B

材　　質 備  考

（５）高力ボルト

種　類　
M20M16

トルシア形  (S10T)

JIS型      (F10T)

特殊その他  (S10T認定品)

(F8T相当)指定又は認定品
溶融亜鉛めっき高力ボルト

３　施工要領

（あと施工アンカー協会資格）

技能者　　　　　　　第1種あと施工アンカー施工士

確認強度

　　            　　※引張試験（標準仕様書 8.11.5(1)～(5)）による。

施工確認試験        ※打音確認(全数)

D16

D19

D22

径 確認張力（kN）

施工管理技術者　　　あと施工アンカー技術管理士又はあと施工アンカー主任技士

（１）コンクリート　JIS　A　5308

（２）鉄筋　 JIS　G　3112

（３）あと施工アンカー

（４）鋼　　材

（１）あと施工アンカー工事

※柱・梁の主筋の重ね継手については、監督員の承認が必要

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　※行う　　　・行わない

工場溶接

現場溶接

社　　　内 第　三　者

１００％１００％

１００％

検　　査　　率

１００％

施工管理技術者　　　　※適用する　　　・適用しない

溶接技能者　　　　　　　技量付加試験　　　・行う　　　※行わない

（２）溶接接合

モルタルの種類　　　無収縮モルタル(8.2.10(b)による。)

グラウト材の種類　　・現場調合　　　　　　　※プレミックスタイプ　　　　

設計基準強度：　Fm＝30　N／mm2

JIS B 1198　頭付スタッド

（６）スタッド

（７）モルタル及びグラウト材

使  用  サ  イ  ズ

M12

引張試験本数　　　　各技能者が、1日に施工したものの径ごとに３本

鉄骨製作工場認定グレード　　・ Ｓ　　　・ Ｈ　　　※ Ｍ 　　・ Ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３ｍ3を超える場合、増加量２ｍ3当り１回を追加する。
　　　　　　　　　　供試体の採取：　午前,午後打設前及び最終打設時の３回を標準とする。ただし、１日の打設量が　

※　特記がない場合、本要領によること。また、「標準仕様書」とは「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

※　開先形状は、(社)日本建築学会「建築工事標準仕様書６　鉄骨工事（ＪＡＳＳ６）付則５
「完全溶込み溶接・部分溶け込み溶接の開先標準」による。

施工管理技術者　　　　建築高力ボルト接合管理者（(社)日本鋼構造協会）

すべり係数試験　　　　・要　　・不要

締め付け確認　　　　　標準仕様書(8.13.8，8.13.9)　JASS6による

（３）高力ボルト

以上あることを確認すること。

に基づき施工すること。なお、リン酸塩処理等を行う場合は、すべり耐力試験を行いすべり係数が０．４

ただし、溶融亜鉛めっき高力ボルトの場合は「建築改修工事監理指針（国土交通大臣官庁営繕部監修）」

圧縮強度試験　　　　供試体：　JIS A 1132に準じ 直径50mm　高さ100mmの円柱
　　　　　　　　　　供試体の材令：　3日,7日及び28日とし、封かん養生

国土交通大臣官房官庁営繕部　監修」を示す。

※  摩擦面のすべり係数を０．４５以上確保できるよう、標準仕様書8.13.2による処理を行うこと。

接着系アンカーの配筋要領図

シングル配置

ダブル配置

はしあき（５ｄ以上）

ピッチ（７．５ｄ以上かつ３０ｃｍ以下）

へりあき
（２．５ｄ以上かつ主筋の内側）

はしあき　　ピッチ（７．５ｄ以上かつ３０ｃｍ以下）

（５ｄ以上）

（２．５ｄ以上か主筋の内側）
ゲージ（５．５ｄ以上）
へりあき

（５ｄ以上）

へりあき（２．５ｄ以上か主筋の内側）

はしあき　　ピッチ（７．５ｄ以上かつ３０ｃｍ以下）

ゲージ

８ｄ以上

あと施工アンカー

不可（　　）良（　　）

せん断補強筋

かぶりコンクリート

既存壁・梁

端部ナット付き　先端４５°カット

千鳥状配置 アンカー筋の埋込み長さ

（４ｄ以上）

ナット付き２０以上

ねじの場合ねじ山は３山以上出すこと

・アンカーがシングルの場合は

原則として壁芯とする。

アンカー径

埋込み長さ

穿孔深さ

Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２

枠付きブレース部 現場打ちＲＣ増設壁

ｐ ｅ1

e2

ｐ

e2
e
2

ｅ1

ボルトのピッチ及びエッジ標準

ボルト

p (標準寸法)

e1 (標準寸法)

e2 (最小寸法)

60

M16

40

22

M20

60

40

26

M22

60

40

28

構造図による

改 修 工 事 標 準 図

１　改修工事概要

用　　途　　体育館

構造・規模　鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造　2階建て　延べ面積　1515㎡

改修内容

箇所数改　　　修

４

吊下式バスケットゴール取替 ２

折タタミ式バスケットゴール取替

Ｈ型鋼

銅板(PL-6)

鋼板(PL-16）

SN490C

現場組立　　　　　　　　標準仕様書（8.18.3）による。

目荒らしの程度　　　　平均深さ　２～５㎜（最大で５～７㎜）程度の凹面

柱・梁部分　　　　　　打継ぎ面の15～30％程度の面積

壁　　　　　　　　　　打継ぎ面の10～15％程度の面積

（４）鉄骨の工事現場施工

（５）既設コンクリートの表面処理

縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成27年7月鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事

改修工事標準図

１４／１５
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鈴鹿工業高専第1体育館等非構造部材耐震設計業務
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H-100x100x6x8

FL

2-M12

G.PL-9x64x150

SL

H-100x100x6x8

（SS400）

PL-16

中ボルト SS400

2-D13 埋込長143mm以上

無収縮モルタル

あと施工アンカー

B.PL-16x150x150

（SN490C）

a

a SEC.a-

b B.PL下端

A

A

b

A SEC.A-

H-100x100x6x8

（SS400）

既存手摺

A

G

2-M12

ダブルナット締め

（SN490C）

吊下式 バスケットゴール取付用受材 1：10

2PLs-6

（2Ls-65x65x4）（2Ls-65x65x4）

（2Ls-90x90x10）

（2Ls-90x90x10）

（2Ls-90x90x10）

（2Ls-90x90x10）

受材 H-250x125x6x9 受材 H-250x125x6x9PL-6

受材 H-250x125x6x9

（2Ls-90x90x10）
4-M16

特記なき限り 下記とする

1. （ ）付き部材は既存部材を示す。

HTB S10T

2. 使用鋼材 SS400とする。

3
16

0

1FL

3
16

0

1FL

1FL

94
25

10
02

5

GL

47
50

4
75

0
47

50

50
0
0

1
90

0
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00

2
90

0
0
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A
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G

4500 36000 4500
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45000
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91
0

9
10

吊下式 バスケットゴール取付用受材位置図 1：200

特記なき限り 下記とする

1. 印は受材（H-250x125x6x9）位置を示す。

受材（H-250x125x6x9）

2500 2000 1350 250 250020001350250

印はバスケットゴール取付位置を示す。

（SS400）

2-D13

あと施工アンカー

埋込長143mm以上

H-100x100x6x8
2-M12

2-D13

ダブルナット締め

埋込長143mm以上

a

（SS400）

H-100x100x6x8

（SS400）

印 バスケットゴール取付位置

印 バスケットゴール取付位置

（2Ls-65x65x4）

（SS400）

H-100x100x6x8

b SEC.b-

縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

※A3版の場合は50％縮尺とする

鈴鹿工業高専第1体育館非構造部材耐震・補強設計業務 平成27年7月鈴鹿工業高専第１体育館非構造部材耐震改修その他工事

バスケットゴール取付用受材詳細図

１５／１５
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（接着系アンカー）

あと施工アンカー

（接着系アンカー）

3. 印は既存取合部（HTB 4-M16）

折タタミバスケットゴール取付用受材 1：10

特記なき限り 下記とする

1. 既存モルタル仕上厚は仮定寸法を示す。

2. あと施工アンカー施工前に非破壊検査等で既存鉄筋位置を調査し、

既存鉄筋を損傷させないこと。

2 通り側端部納まり 1：10

25

ステージ垂壁

1 2 3

HTB 3-M16
G.PL-9

H-250x125x6x9

PL-9

屋根ブレース G.PL

既存トラス下弦材

HTB 4-M16
S10T
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